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 日本において、総人口に占める 75 歳以上人口の割合である高齢化率は、2013年の

























































































告によると、2000 年度が約 22.5 万台に対して、2010 年度は約 40 万台に達している。
日本においてシルバーカーが年々普及していることは、65歳以上の高齢者人口におけ

















































Organization for Standardization; ISO）、テクノエイド協会の福祉用具の分類コード
（CCTA95）、日本工業規格（Japanese Industrial Standards; JIS）、製品安全協会（SG
マーク）、介護保険における福祉用具貸与種目の規定など様々な分類が用いられてお


































































































































































ない」など 5項目の計 36項目で構成した。カート使用に伴うHasslesの有無は 2件法
「0 点：いいえ」「1 点：はい」で質問した。また、それぞれの Hassles に対する認知
的なストレス強度は 3件法「0点：ストレスにならない」「1点：少しストレスになる」
「2点：かなりストレスになる」で質問した。 




































ョンソフトはM-plus Ver2.1446）を用いた。適合度指標はComparative Fit Index（CFI）、
Tucker-Lewis Index（TLI）、Root Mean Square Error Approximation (RMSEA)の 3つ






 調査は、2013年 1月～3月の 3カ月間に実施した。回収された調査票 219部のうち、





 第１項 回答分布 
 属性等に関する回答分布は表１に示した。男性が 17 人（8.3％）、女性が 187 人
（91.7％）であった。年齢は、平均が 84.0歳（標準偏差 6.0、範囲は 65～98歳）であ
った。年齢階層は、前期高齢者（65歳以上 74歳以下）が 12人（5.9％）、後期高齢者
（75歳以上）が 192人（94.1％）であった。家族構成は、単身世帯が 93人（45.6％）、

































（12.7％）、把持型歩行車が 67 人（32.8％）、簡易歩行車が 29 人（14.2％）、四輪ショ
ッピングカートが 5人（2.5％）であった。それらのカートを用いた外出頻度（表４）
は、「1カ月に 1回以下」が 8人（3.9％）、「1週間に 1回程度」が 25人（12.3％）、「2，

























差 5.7、範囲 0～24点）であった。 
 
 





 第２項 測定尺度の開発 
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能性がよくない」「b6.携帯性がよくない」「b14.段差で前輪を持ち上げられない」など





 上記の探索的因子分析の結果を踏まえ、「カート関連 Hassles 尺度」と「カート使用
に伴う否定的感情尺度」のそれぞれの尺度について、因子構造モデルの側面からみた
構成概念妥当性を確認的因子分析で検討した。その結果、カート関連ハッスルの 5因
子二次因子モデルはデータに概ね適合した（χ²（df）が 62.314（43）、CFI が 0.962、
TLIが 0.975、RMSEAが 0.047）。また、この尺度のKR-20信頼性係数は 0.819であっ
た。カート使用に伴う否定的感情尺度の 5因子二次因子モデルはデータに適合した（χ²
（df）が 35.676（26）、CFI が 0.984、TLI が 0.987、RMSEA が 0.043）。この尺度の
Cronbach’sα信頼性係数は 0.859であった。 
 










CFI が 0.987、TLI が 0.987、RMSEA が 0.097 となっており、統計学的に概ね許容さ
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